
 

アレイ型 MEMS 加速度センサの基本特性評価 

Evaluation of an Arrayed MEMS Accelerometer 
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【はじめに】我々は CMOS チップ上へ MEMS 加速度センサをアレイ状に集積化することで，加

速度センサの小型化と検出範囲拡大を目指している[1]。これまでにアレイ型MEMS加速度センサ

の提案とプロセス検討を行った[2]。今回は，試作したデバイスの基本特性評価結果を報告する。 

【内容】提案するアレイ型 CMOS-MEMS加速度センサ概念図を図 1に示す。LSI上に検出感度の

異なる複数の加速度センサを積層することで，小型化と検出範囲拡大を目指す。シリコン基板上

にアレイ型（3×3）１軸MEMS加速度センサを試作後，セラミックパッケージに実装したデバイ

ス写真を図 2 に示す。面積の異なる錘を複数個作製することにより，検出感度の広い加速度セン

サをワンチップ上に形成した。ここで，錘（厚み 15m）面積の設計水準は，80×80 (m)
2，140

×140 (m)
2，200×200 (m)

2，バネ定数の設計水準は，0.2 (N/m)，0.3 (N/m)，0.4 (N/m)である。セ

ンシング領域として 1 Gから 20 Gまで検出可能である。試作したMEMSセンサの基本特性評価

として，容量－周波数特性により機械的共振周波数を測定した。各番号に対応する加速度センサ

の機械的共振周波数特性の実測結果を図 3にまとめた。図 3より，各錘質量に対応する機械的共

振周波数を得たことから，アレイ状に配置したMEMSセンサによる加速度検出の可能性を確認し

た。また，各MEMSセンサの錘の過度の上下動を制限する機械的なストッパー構造を利用するこ

とで，低加速度検出用MEMSセンサの自壊を防いだ。 

【まとめ】アレイ型MEMS加速度センサの実装を行い，基本特性を評価した。その結果，同一チ

ップ上において，検出加速度の異なる複数のMEMSセンサの動作を確認した。これにより，アレ

イ型MEMS加速度センサの実現見通しを得た。 

[1] D. Yamane, et al, SSDM2012, pp.1134-1135 (2012)  [2] 山根，他 第 60回応用物理学会春季学術講演会(2013) 
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Fig. 1. Schematic image of arrayed 

CMOS-MEMS accelerometers. 
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Fig. 2. Arrayed MEMS accelerometer 

 in a ceramic package. 
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Fig. 3. Capacitance as a function of frequency 

measured on the arrayed MEMS accelerometer. 
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